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微粒剤Ｆとは？ 
 
 

微粒剤 F は水を使わないで散布する農薬のひとつで、粉剤と粒剤の中間に位置付けられ

る剤型です。基剤には珪砂などが用いられており、その表面に農薬成分がコーティングさ

れています。これまで微粒剤 F は一部の土壌処理用途で使用されていましたが、平成 23

年からは水稲の病害虫防除でも利用できるようになります。新しい水稲用微粒剤 F は、こ

れまで水稲で一般的に使用されてきた粉剤（DL 粉剤）と同じように稲に直接散布して使

用することができるため、病害虫の発生を確認した後でも使用することができます。本剤

の最大の特長は散布時の飛散が極めて少ないことです。DL 粉剤の平均粒径は 22μm、一

般の散布ノズルの平均粒径が 50～80μm 以下であるのに対し、本剤は 63～212μm の

砂状の粒子からなるため、飛散しにくいのです。この特長により、周辺作物への飛散リス

クや散布者の農薬被曝リスクが大幅に軽減され、周囲に人家がある場合でも安心して使用

することができます。 

 本剤は、粉剤の散布に用いている手持ちの動力散布機をそのまま使用して散布すること

ができます。ただし、粉剤と散布特性が大きく異なるため、微粒剤 F 専用ホースを使用し

（小面積の場合はホースを使用しないで散布することもできます）、適切な開度で散布す

る必要がありますから、はじめて使用する際には散布マニュアルをよく読んで正しい散布

操作をこころがけて下さい。  
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開発の経緯 
 

微粒剤 F は、1970 年代に考案され、一時は数十剤の登録農薬がありました。その優れ

た低飛散性は当初から注目されていましたが、同時期に開発された DL 粉剤（粉剤に含ま

れる微粉をカットした製剤）に需要がシフトしたため、その後、相次いで登録を失効しま

した。一方、平成 18 年にポジティブリスト制度が導入されると、各地で農薬散布時の飛

散防止対策が求められるようになりました。 

  そこで、水田の中後期防除に用いられる DL 粉剤散布の代替となる病害虫防除法の検討

をすすめていた一般社団法人日本植物防疫協会は、微粒剤 F の低飛散性に着目し、平成

18 年 10 月に微粒剤 F 協議会を発足し本格的な実用化に乗り出すことになりました。  

  

微粒剤 F 協議会は、事務局を日本植物防疫協会に置き、農林水産省、農林水産消費安全

技術センター、JA 全農、農薬企業、防除機企業などの参画を得て、微粒剤 F の早期実用

化を目指して様々な調査検討に短期間に集中的に取り組んできました。 

 その開発目標は、手持ちの動力散布機で手軽に散布でき、十分な防除効果が得られ、か

つ粉剤よりも大幅に飛散リスクを低減することにありました。とくに飛散リスクの低減と

防除効果を両立させるために多くの研究が行われ、その安定的な製造のためにハイテク製

剤技術が導入されました。一方、手持ちの動力散布機で手軽に散布できるようにするため、

製剤規格の統一、散布機の開度調査、均一に散布できるホースの開発などにも取り組みま

した。また、ホースが使用できない不整型水田での散布法の検討もすすめてきました。 

 

 こうした検討の結果、これまでに幾つかの新しい水稲用微粒剤 F が農薬登録を取得し、

散布器具の検討もほぼ完了しました。これと前後して全国の農業試験場や普及指導機関に

おいて効果の確認試験にも取り組んでいただき、本剤の早期実用化に強い期待が寄せられ

ています。（平成 22 年 12 月） 
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微粒剤Ｆの散布マニュアル 
  

１．散布に必要な器具 

 

① 動力散布機  

  通常、これまで粉剤散布に使用してきた散布機がそのまま使用できますが、エンジン出

力が小さいタイプのものは 40m 以上のホースは使用できないことがあります。  

 

 

■丸山製作所製の動力散布機 

☆適合が確認された動力散布機 

  

☆適合の確認が取れていない動力散布機 

型式名の最初の 3 文字が「MDJ」でない以下のものは未確認です 

①型式名が MD＋数字 4 桁のもの  

  例：MD3021，MD6000 など 最終生産：MD3021 の 2006 年 

②型式名が AD で始まるもの 最終生産：AD472，AD572 などが 1996 年 

 

 

■ やまびこ（共立）社製の動力散布機 

☆適合が確認された動力散布機 

  

☆適合予定の動力散布機 

    

☆適合の確認が取れていない動力散布機 

型式名が DMA＋数字 4 桁のものは未確認。例：DMA-6101，DMA-4601 など 

型式名 販売期間 適合ホース長

MDJ31 2006年～現在 20,30

MDJ40 1995～2003年 20,30

MDJ41 2003年～現在 20,30

MDJ60 1995～2003年 20,30,40,50

MDJ61 2003年～現在 20,30,40,50

MDJ81 2003年～現在 20,30,40,50

型式名 販売期間 適合ホース長

DMD-321、DME-321、DME-322 1996年～現在 20,30

DME-400、DME-401 2003年～現在 20,30,40

2002年～現在 20,30,40,50

2002年～現在 20,30,40,50

1996年～2002年 20,30,40

DMC-521、 DMA-521 1996年～200１年 20,30,40

DMC-621、 DMA-621 1996年～200１年 20,30,40,50

DMC-600、DMA-600、
DMC-601、DMA-601

DMC-800、DMA-801、
DMC-801、DMA-800

DMD-421

型式名 販売予定 適合ホース長

DME-330 2011年 20,30

DME-500 2011年 20,30,40

DME-700 2011年 20,30,40,50



5 
 

 

② 微粒剤 F 専用ホース  

  粉剤用のホースは使用できません。微粒剤 F 専用ホースは、均一に散布できることが確

認された製品です。  

 

■丸山製作所製のホース 

丸山製作所より「エコマキホース」の商品名で供給されます（2011 年 3 月発売予定）。 

全国の丸山製作所製品取扱い店（JA 農機センター、農業機械販売店など）で購入いただ

けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■やまびこ（共立）社製のホース 

やまびこより、「微粒剤 F 用ホース」の商品名で供給されます。全国のやまびこ製品取扱

い店（JA 農機センター、農業機械販売店）などで購入いただけます。 

 
微粒剤Ｆホース          粒剤 F 用ホースの衝突板 
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２．散布の留意点 

 

 微粒剤Ｆの散布手順は基本的には DL 粉剤のホース散布と同じです。確実に散布するた

めに注意するポイントは次のとおりです。  

 

ポイント１：タンクに薬剤を入れる前にシャッターが確実に閉まっていることを確認

します。  

ポイント２：散布機のシャッターアームを微粒剤Ｆに合う位置にセットし散布します。  

ポイント３：ホースはできるだけ水平を保ち、稲体よりも少し高い位置から散布しま

す。  

ポイント４：粉剤の場合よりも少しだけ早めに歩きましょう。  

ポイント５：終点でタンクの残量を確認し、残っている場合はうしろむきに戻りなが

ら追加散布します。  

              Ｑ＆Ａに詳しい説明がありますので参照して下さい。    

 

  散布機の開度情報 ：ホース長と推奨シャッタ開度（注 1） 

 

注 1）丸山製作所製動力散布機「MDJ」シリーズであれば、型式や薬剤タンクの大きさにかか

わらず吐出量の目安は同一になります。 

注 2）吐出量は目安であり、機種や個体差等により 2～3 割程度上下する場合があります。 

注 3）歩行速度は以下の計算で求めています。 

歩行速度(m/秒)＝16.7×吐出量(kg/分)÷（反当りの散布量(kg/10a)×ホース長(m)） 

注 4）噴頭散布は中 3～4 のシャッタ開度が推奨となります。ゆっくり確実に散布できる「中 3」

が最もお奨めとなります。 

 

☆問い合わせ先 

ホース長 散布量 シャッタアーム シャッタ ダブルシャッタ 吐出量（注2） 歩行速度（注3）

(m) (kg/10a) 位置 開度 位置 (kg/分) (m/秒)

3 中 5 ダブル 1.9 0.53

4 中 5 ダブル 1.9 0.4

3 中 5 ダブル 1.9 0.35

4 中 5 ダブル 1.9 0.26

3 中 6 ダブル 3.4 0.47

4 中 6 ダブル 3.4 0.35

3 中 6 ダブル 3.4 0.38

4 中 6 ダブル 3.4 0.28

－ 中 3 ダブル 0.7 －

－ 中 4 ダブル 1.2 －

20

30

40

50

噴頭散布
(注4）

 
東京都青梅市末広町 1-7-12 〒198-8760  

TEL 0428-32-6181  

e-mail による問合せはこちらのＨＰからお願いします。 

http://www.yamabiko-corp.co.jp/inquiry/private

/qa/ 

 
 

東京都千代田区内神田 3-4-15 〒101-0047 
 
全国共通のフリーダイアルでお受けいたします。 
丸山サポートセンター 0120-898－１１４ 
受付時間 9:00～17:00（土、日、祝日を除く） 
e-mail sales@maruyama.co.jp 
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整形水田での散布法 

 

 台形状の水田で、両畦上を歩行可能な場合は、下図のように短辺側（Ａ）のホース歩行

方法を工夫すれば、きれいに散布できます。ホースの長さに余裕がない時はＡの始まりと

終わり付近では部分的に水田内を歩行しなければならないケースも出てきますが、この部

分はゆっくり歩くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホースでは散布できないエリアが残ってしまう場合は、その部分は補完散布を行います。

補完散布の方法は「ホースを使わずに散布する方法」を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホース散布が使用できない水田では「ホースを使わずに散布する方法」を参照し、その

水田にあったやり方で散布を行って下さい。ただし、水田の面積が大きい場合は時間や労

力がかかりすぎることがあります。この場合には、部分的にホース散布を取り入れると省

力化がはかれます。 
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ホースを使わずに散布する方法 

 

微粒剤Ｆは散布状態を肉眼で確認しにくいため、ホースを使って散布いただくことが基

本です。しかし、不整形である、小面積である、畦はんを歩行できない等の理由でホース

が使えない水田の場合には、動力散布機と噴頭で散布することもできます。ただし、この

方法は飛散が生じやすく、均一に散布するためには特別の工夫が必要となります。このた

め、周囲に飛散させてはならない対象物がある場合には不向きな方法です。また、風の影

響を極めて受けやすい散布法ですから、風のない時を選んで行うように留意して下さい。 

 微粒剤Ｆの散布量（10 アール当たり３～４kg）は、ひと握りで 10 ㎡程度を均一に散

布しなければならないため、手まきや散粒機などではうまく散布できません。このため、

ホースを使用しない場合でも動力散布機を用いることが必要です。動力散布機で直接散布

する場合には、短めの噴頭を取り付けて行います。（写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホース散布と異なり、直接散布では到達範囲が 10m 以内と大幅に狭まります。 

このため、ホースで散布する感覚で散布すると、規定量を何倍も超過した過剰散布にな

ってしまいます。従って、以下に説明する手順で適正な散布条件を設定し、できるだけ均

一に散布するようにこころがけて下さい。 

粒剤とは全く異なりますので注意して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、散布エリアが 4 アール（400 ㎡）であれば、3～4kg×4/10=1.2～1.6kg とい

うことになります。必要な量だけを秤り取ってタンクに入れるようにします。 

 

■噴頭による散布パターン 

 図はイメージですが、噴頭を取り付けないと拡散しやすく、到達性も低くなります。短い

噴頭は比較的均一な散布パターンを示します。長い噴頭では到達距離は若干伸びますが、

落下範囲が限られる傾向があり、均一な散布には不向きです。また、微粒剤Ｆは軽いため、

粒剤散布のように噴頭を上に向けると到達距離がかえって短くなるだけでなく、飛散が著

しく増加します。 

◆ＳＴＥＰ１ 散布エリアの面積から、散布量を決めます 
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到達範囲はスロットル半開で 6～9m（全開で散布すると飛散が激しくなります）しかあ

りませんので、以下に示した例を参考とし、どのように歩行散布したら散布エリアをうま

くカバーできるかを考えます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＳＴＥＰ２ どのように散布するかを決めます 
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■小規模な不整形水田を用いた噴頭散布調査結果 

 

 

３頂点から立ち止まったまま回転   畦畔を歩きながら散布、始点・終点 

   して散布              では噴頭を回転しながら散布 

 

エンジン回転数：3600～6000rpm      エンジン回転数：6000rpm  

シャッター開度：中３             シャッター開度：中３  

吐出量：0.66kg/分              吐出量：0.66kg/分  

投下量：4kg/10a              投下量：4kg/10a  

風速： 0.5～0..8m/秒            風速： 0.7～1.7m/秒  

 

＜結果概要＞ 

・6000rpm では飛距離は 8～9m 程度。4～7ｍに多く分布。 

・3600rpm では飛距離は 8～9m 程度。3～6m に多く分布。（やや強い追い風の影響あり） 

・片側からの散布に比べて両側から散布した場合は分布の偏りが軽減された。 

・いずれの方法でも付着が認められないような箇所はなく、概ねよく散布できていた。 

  

 

 

 

◆ＳＴＥＰ３ シャッター開度を絞り、噴頭をできるだけ水平に保って散布を開始します 

 

ホース散布で推奨されている開度から大幅にシャッター開度を小さくし、ゆっくり確実

に散布することをこころがけます（ホース散布の 1/3～1/4 程度の吐出量が理想です）。

スロットルは「半開」を目安にします。噴頭を水平～やや下向きに散布方向に向けてシャ

ッターレバーを開き、散布を開始します。上下に噴頭をふることは、飛散を増加させるた

め、やってはいけません。 
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 ◆ＳＴＥＰ４ 次の散布地点に移る時には必ずタンクの残量を確認します 

 

この散布法は、まきすぎが起きやすい方法ですから、次の散布地点に移る時には必ずタ

ンクの薬剤残留を確認し、もし予定よりも残量が少ない時は次の散布地点では素早く散布

操作を行うか、又はシャッター開度を絞って散布して下さい。残量が足りないからといっ

て、薬剤を補給して散布してはなりません。 

 

 

 

動力散布機による噴頭散布は、非常に飛散しやすい散布方法です。また、風があると狙った

範囲に確実に散布できなくなります。このため、できるだけ風のない時を選んで行うととも

に、周囲をよく確認し、飛散に注意して散布して下さい。 
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 市販薬剤 

 

 

サジェスト微粒剤Ｆ 

登録番号：第 22180 号 

ジノテフラン 0.35%、トリシクラゾール 0.50%、ペンシクロン 1.50% 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 使用回数 使用方法 

稲 

いもち病 

紋枯病 

ウンカ類 

ツマグロヨコバイ 

カメムシ類 

3～4kg/10a 収穫 21 日前まで 3 回以内(注） 散布  

（注）ジノテフランを含む農薬の総使用回数：4 回以内（本田では 3 回以内） 

    トリシクラゾールを含む農薬の総使用回数：4 回以内（本田では 3 回以内） 

    ペンシクロンを含む農薬の総使用回数：4 回以内                                  

 

 

ビームスタークル微粒剤Ｆ 

登録番号：第 22426 号 

ジノテフラン 0.35%、トリシクラゾール 0.50% 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 使用回数 使用方法 

稲 

いもち病 

ウンカ類 

ツマグロヨコバイ 

カメムシ類 

3～4kg/10a 収穫 7 日前まで 3 回以内(注） 散布  

（注）ジノテフランを含む農薬の総使用回数：4 回以内（本田では 3 回以内） 

    トリシクラゾールを含む農薬の総使用回数：4 回以内（本田では 3 回以内） 

 

 

キラップ微粒剤Ｆ 

登録番号：第 23087 号 

エチプロール 0.5% 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 使用回数 使用方法 

稲 

ウンカ類 

カメムシ類 

イネドロオイムシ 

イナゴ類 

3～4kg/10a 収穫 14 日前まで 2 回以内(注） 散布  

（注）エチプロールを含む農薬の総使用回数 2 回以内（移植時までの処理は 1 回以内） 

問い合わせ先：クミアイ化学工業株式会社  
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Ｑ＆Ａ 

｜リンク集｜プライバシーポリシー｜お問い合せ｜サイトマップ｜ 

１．風がある時でも散布できますか？ 

 

 わずかな風でも飛散する粉剤に比べれば、微粒剤Ｆは飛散しにくい特徴をもっています。

しかし、このことをもって微粒剤Ｆなら風がある時でも散布できると考えるのは禁物です。

微粒剤Ｆは肉眼では散布粒子が見えにくいため、飛散しているかどうかも判断しにくいで

すから、やはり風の弱い時に散布するのが基本です。なお、ホースを使わないで散布する

場合は、極めて飛散しやすくなりますので、できるだけ風がない時を選んで散布して下さ

い。 

 

 

２．周囲に野菜が栽培されていても安心して散布できますか？ 

 

 風がない時に注意深く散布すれば、近隣に収穫期に近い野菜が栽培されていても、まず

大丈夫です。下表に調査結果の一例を示しますが、微風条件の時に散布した場合、風下に

置いたコマツナからは全く検出されませんでした。ただし、微粒剤Ｆの製剤中にも少量な

がら飛散しやすい微小な粒子が含まれていますので、風下のかなり近い場所に検出されや

すい野菜類が栽培されている場合はやはり要注意です。風向きが変わるのを待ってから散

布する、風のない時を選んで注意深く散布する、又は風下側の 5～10m ぶんは散布をし

ないでおく、などの対策をとって下さい。 

 

●散布水田の風下のコマツナからの農薬検出結果 

 

全農・日植防(2008)  単位:ppm 

 

●ホース散布と噴頭散布時の周辺への農薬飛散 

微粒剤Ｆの専用ホースと噴頭散布の周辺への飛散程度を下図に示す 

   

http://www.jppa.or.jp/Link/index.html
http://www.jppa.or.jp/policy/index.html
http://www.jppa.or.jp/contact/index.html
http://www.jppa.or.jp/sitemap/index.html
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３．粉剤散布は薬剤を浴びやすくて不快ですが、微粒剤 F はどの程度安心できますか？ 

 

 散布者とホースの先端を持つ補助者の吸入曝露量を調査したところ、下表のように微粒

剤 F では極めて少ないことが分かりました。これは、DL 粉剤のような薬剤の舞い上がり

がないためです。 

ただし、安全のためマスクは装着するようにして下さい。また、手元や足下にはある程度

の曝露が想定されますので、一般の農薬散布と同様に手袋や長袖・長ズボンを着用して下

さい。 

 

全農・日植防(2008) 
        2 人の散布作業者の平均値（μg/m3） 

 

 

４．微粒剤 F の価格はどのくらいですか？ 

 

 銘柄や混合成分数によっても異なりますが、ハイテク製剤のため、同じ成分構成の粉剤

よりは割高になります。ただし粒剤ほどではありません。詳しくは販売店におたずね下さ

い。  

ＤＬ粉剤 微粒剤Ｆ
262 1

散布作業者の口元付近の気中濃度
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５．散布機は何でもよいのですか？ 

 

 粉剤散布に使用している動力散布機なら使用可能と考えられますが、どの開度で使用す

ればよいかを確認する必要があります。「適応が確認された散布機一覧」では予めメーカ

ーによって確認が行われた機種を紹介していますが、これに該当しない機種の場合、類似

の掲載機種の開度を参考にして試し散布を行って下さい。 

 ●適合が確認された動力散布機を参照 

 

 

６．専用のホースを使わないとだめですか？ 

 

 微粒剤Ｆ専用、もしくは微粒剤Ｆに使用できることが明記されたホースを使用して下さ

い。農薬用散布ホースには大きく粉剤用と粒剤用がありますが、粒剤用ホースにはそれぞ

れの穴の内側に衝突板とよばれる小さな突起が取り付けられています。これは粒剤のよう

に大きい粒子を均一に穴から吐出するためのもので、微粒剤Ｆにも類似の衝突板が必要と

なります。従って、粒剤用のホースであれば微粒剤 F にも使用できる可能性がありますが、

微粒剤Ｆは粒剤よりもずっと小さいため、メーカーでこれを確認し、微粒剤用に調整する

などの対応が行われています。 

 なお、ホースはもともと消耗品ですので、汚損してきたら交換することを心がけて下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．ホース散布を推奨していますが、どのくらい効率的なのですか？ 

 

 一般的な 30 アール水田（30m×100m）を散布する場合、30m のホースで 100m

の畦畔をゆっくり歩きながら散布すると、3～4 分で完了します。この水田で 10 アール

当たり 150 リットル液剤散布しようとすると、毎分 20 リットル噴霧できる畦畔ノズル

を用いても 20 分以上かかります。無人ヘリは散布時間そのものはホース散布よりも短時

間で済みますが、無人ヘリに限らず液剤散布では薬剤調製にも時間を要します。ホース散

布は一人ではできないという難点もありますが、薬剤調製の手間もありませんから、全体

として効率にすぐれた散布法だといえます。 
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８．ホースが水田に合いません。どうしたらいいですか？ 

 

 粉剤用のホースでは、末端を適当な位置で絞ってしまっても散布に大きな支障は生じま

せんが、微粒剤 F 用ホースで末端を絞ると均一な散布ができなくなるおそれがあります。

これは、末端から空気流を逃がすことでホース内に一定の流れを作り、微粒剤 F をホース

全体に行き渡らせているからです。また、握った末端部から吐出した微粒剤 F が周囲に飛

散することもあります。このため、水田に合ったホースが入手できないときは、①長めの

ホースであればナナメになって歩行散布する、もしくは ②散布機側を切断して使用する、

③短めのホースであれば末端に紐などを取り付けるような工夫を行って下さい。 

●小規模な不整形水田を用いた噴頭散布法を参照 

 

 

９．ホースがうまく巻き取れません。どうしたらいいですか？ 

 

 微粒剤 F や粒剤用のホースは衝突板が取り付けられているため、粉剤用ホースのように

綺麗に巻き取ることができません。このため、適当な大きさの麻袋などを用意しておき、

それに袋づめして片つけるようにします。 

 

 

１０．粒剤のように散布機に噴頭をつけて散布したらどうなりますか？ 

 

 微粒剤 F でも噴頭散布はできますが、粒剤よりもはるかに微細で軽いため、思ったほど

遠くまで届かないばかりか、周囲に飛散しやすくなります。また、長い噴頭を取り付けて

も到達距離は大差なく、かえって散布ムラが出やすくなります。このため、ホースが使え

ない場合以外はあまりおすすめできませんが、やむを得ず噴頭散布を行う場合は、短めの

噴頭を用いるようにし、Q11 を参考にして慎重に行って下さい。なお、粒剤のように長

い噴頭をナナメ上に向けて散布することは、到達範囲がかえって狭まるだけでなく飛散を

著しく助長しますので、絶対に行わないで下さい。 

 ●ホースを使わずに散布する方法を参照 

 

 

１１．不整形水田や畦畔が歩けない水田ではホースが使えません。どうしたらいいです

か？ 

 水面にまけば自然に拡散する粒剤とは異なり、微粒剤 F を稲体に付着するように均一に

手まきすることは容易ではありません。このため、ホースが使えない水田では、動力散布

機を用いて直接散布するようにします。この方法は不整形の棚田や小区画の水田に適する

もので、大区画の水田には不向きな方法です。また、ホース散布よりも飛散しやすく、う

まく散布するにはコツが必要ですから、以下の解説をよく読んでから行うようにして下さ

い。 

 ●ホースを使わずに散布する方法を参照 
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１２．シャッターを閉じても薬剤が流れ出てきますが、どうしたらいいですか 

 

 微粒剤 F は粉剤に比べて流動性がよいため、薬剤タンクの底にあるシャッターが完全に

閉じられていないと、サラサラと流れ出てしまいます。シャッターに付着物などがあれば

取り除き、シャツターが完全に閉まることを確認して下さい。それでも漏れが発生する時

は、手元の開閉レバーとシャッターをつないでいるロッドのネジを締めるとシャッターの

閉まりをきつくすることができます（詳しくは散布機の取扱説明書を参照して下さい）。 

 

 

１３．シャッターを開けても薬剤が出てきません。どうしたらいいですか？ 

 

 手元の開閉レバーがシャッターと連動しているかを確認して下さい。シャッターが開い

ているにもかかわらず薬剤が出てこない時は、タンクの中で薬剤がブリッジング（軽度の

固化）を起こしている可能性がありますので、タンクをたたいたり強くゆすってブリッジ

ングを解消して下さい。なお、散布中にもエンジンの振動でごく希にこうした現象が起こ

ることがあります。時折背中をゆすりながら散布するようにすれば、このような現象を回

避するとともに、タンク内での薬剤の偏りを防ぐことができます。 

  

 

１４．散布できたのかどうか肉眼ではよく確認できませんでしたが、効果は大丈夫です

か？ 

 

微粒剤 F は粉剤のような粉だちが全くないため、散布状態を肉眼で確認しにくいという

難点があります。ですが、散布者やホースの持ち手からは、よく見るとホースから薬剤が

吐出していることが分かりますので、散布中の薬剤の吐出は比較的容易に確認することが

できます。稲体への付着はよく見ないと確認できませんが、このような付着状態でも十分

な防除効果が得られることが確かめられていますので、安心して下さい。なお、薬剤がま

だ残っているのに、散布の途中でホースからの薬剤吐出がみられなくなった時は、タンク

内で薬剤がブリッジングを起こしている可能性がありますので、Q13 を参考にして対処

して下さい。 
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水稲用微粒剤Ｆに関する取り組み経過

年月日 取 組 内 容

平成 18 年 （4 月まで）微粒剤 F に関する情報収集

5 月 利用可能な散布ホースの探索［粘着板調査］（日植防研）

6 月 野外ドリフト基礎試験［裸地圃場］（日植防研）

利用可能な散布ホースの探索［吐出分布調査］（日植防研）

7 月 実水田におけるドリフト試験､水面落下量調査（日植防研）

8 月 簡易風洞によるドリフト基礎試験、簡易剥離率調査（日植防研）

稲体付着調査［ポット試験］（日植防研）

8 月 31 日 「DL 粉剤代替としての微粒剤Ｆの推進に関する打ち合わせ」を開催

（日本植物防疫協会会議室、参加者 24 名）

9 月 ツブマキホースの吐出性能調査（新潟ニチビ(株)）

9 月 26 日 「水稲用微粒剤Ｆの実用化促進に関する説明会」を開催

（ホテルラングウッド、参加者 38 名）

10 月 野外ドリフト試験［空中飛散量、周辺作物残留調査］

（日植防研／一部全農委託）

10 月 23 日 微粒剤Ｆ協議会を発足／第１回会合を開催し実用化のスキームを策定

（ホテルラングウッド、参加者 43 名）

11 月 剥離率調査法の比較検討（日植防研・北興化学）

12 月 散布法別ドリフト比較調査（日植防研）＜環境省委託＞

各社試作製剤の散布性能試験［第Ⅰ期 9 剤］（日植防研）

平成 19 年

1 月 日植防主催シンポジウム「散布技術を考える」において「水稲用微粒剤Ｆの

特徴と開発動向（高木 豊）」を報告

2 月 各社試作製剤の散布性能試験［第Ⅱ期 5 剤］（日植防研）

各社試作製剤の水平吐出性追加検討（日植防研）

剥離率測定法（全農法）の検討（全農）

3 月 薬効薬害試験のためのアンケート調査（対農薬会社・都道府県試験場）

動力散布機の調量特性検討（(株)丸山製作所，日植防研／協力：北興化学・

日本農薬）

4 月 各社試作製剤の簡易風洞ドリフト試験［第Ⅰ期 13 剤］（日植防研）

5 月 小面積用散布ホースの散布特性検討（(株)新潟ニチビ）

各社試作製剤の簡易風洞ドリフト試験［第Ⅱ期 5 剤］（日植防研）

試験用動力散布機の検討［吐出性、散布条件の確認］（日植防研）

H19 水稲用微粒剤Ｆの薬効薬害試験を実施機関に依頼

各試験製剤の吐出性確認試験を実施し散布条件を決定（日植防研）

水稲用微粒剤Ｆの薬効試験実施要領を作成し実施機関に配布

6 月 全国の関係試験機関で薬効薬害試験を開始

散布法別田面水落下量調査（日植防研成東試験地）＜環境省委託＞



7 月 粉剤及び微粒剤Ｆの野外ドリフト調査（日植防研成東試験地）

＜農水省委託＞

8 月 粉剤及び微粒剤Ｆの大面積散布による周辺作物影響調査（全農・日植防研）

10 月 17 日 平成 19 年度水稲用微粒剤Ｆ特別連絡試験成績検討会（ホテルラングウッド）

平成 20 年

3 月 微粒剤Ｆ協議会を開催（日本植物防疫協会会議室、参加者 28 名）

6 月 H20 水稲用微粒剤Ｆの薬効・薬害試験を実施機関に依頼［4 剤］

各試験薬剤の吐出性確認調査を実施［4 製剤］（日植防研成東試験地）

簡易風洞ドリフト試験［6 製剤］（日植防研成東試験地）

市販動力散布機の微粒剤Ｆ散布条件検討（丸山製作所）

7 月 サジェスト微粒剤Ｆ登録認可

全国で普及展示試験を実施［サジェスト微粒剤Ｆ、実施場所 15 県］

9 月 日植防主催シンポジウム「農薬による病害虫防除対策の新たな展開」におい

て「飛散の少ない微粒剤Ｆによる水稲病害虫防除（クミアイ化学、矢野祐幸）」

を報告

野外ドリフト調査［全農：長野県・岐阜県普及展示試験］

野外ドリフト試験・作業者曝露試験（日植防研成東試験地）

11 月 動力散布機の微粒剤Ｆ散布条件検討（共立）

11 月 26 日 平成 20 年度水稲用微粒剤Ｆ特別連絡試験成績検討会（ホテルラングウッド）

平成 21 年

5 月 噴頭直接散布に関する調査（日植防研成東試験地）

H21 水稲用微粒剤Ｆの薬効・薬害試験を実施機関に依頼［1 剤］

噴頭直接散布による薬効試験を実施機関に依頼

6 月 微粒剤Ｆ協議会を開催（日本植物防疫協会会議室、参加者 27 名）

噴頭散布による野外ドリフト調査（日植防研成東試験地）

飛散特性基礎調査［1 回目簡易風洞試験 6 製剤］（日植防研成東試験地）

飛散特性基礎調査［室内法検討］（クミアイ化学）

8 月 普及展示試験を全国で実施［サジェスト微粒剤Ｆ・ビームスタークル微粒剤

Ｆ、実施場所 9 県］

ビームスタークル微粒剤Ｆ、ビームアプロードスタークル微粒剤Ｆ登録認可

飛散特性調査［2 回目風洞試験 6 製剤］（日植防成東試験地）

11 月 平成 21 年度新農薬実用化試験成績検討会における検討

（東北・関東東山・四国・九州地域）

平成 22 年

2 月 市販動力散布機・ホース・噴頭散布に関する散布性能調査

（丸山製作所、新潟ニチビ、場所：生研センター）

8 月 普及展示試験を全国で実施［クミアイ化学：実施場所 22 道府県］

9 月 不整形水田における散布条件の検討（日植防成東試験地）

10 月 微粒剤Ｆ協議会を開催（日本植物防疫協会会議室、参加者 16 名）

市販動力散布機・ホースに関する散布性能調査（やまびこ）
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